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Rik Tykwinski教授は高密度炭素素材として将来的な応用面の期待される、sp 混

成炭素のみからなる物質 "carbyne" の合成を目指した polyyne の活発な合成

研究で有名な若手研究者です。今回は同教授の最近の成果のうち、特にカルベ

ノイドの転位反応を利用した手法による diyne から decayne におよぶ polyyne

類の合成と性質、とりわけそれらの三次非線形光学材料としての応用面につい

て紹介して頂きます。

Prof. Rik R. Tykwinski
(University of Alberta, Canada)

Modeling Carbyne:
The Sometimes Surprising Properties
of Conjugated Polyynes
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